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エンビプログループでは、リサイクル資源
を需要のある国々に最適な方法で届け、国際
的視野を持った資源循環を実現していま
す。今後も事業モデルを発展させ、サーキュ
ラーエコノミーを世界に拡大していきます。

タイヤチップを石炭の代替として輸入したり、海外で

生産されたリサイクル半製品を日本のメーカーに提供

したりするなど、新しい循環の形を創出しています。

また、国内では東京製鐵（株）との協業により、サテラ

イトヤードを展開。全国各地のリサイクル事業者から

集めた鉄スクラップを船舶輸送することで、物流の効

率化とCO2削減を図っています。こうした取り組み

は、2024年問題によってトラック輸送に制限が課せ

られた中で、持続可能な物流モデルとして注目されて

います。

当社は「世界を舞台に未来を作る」、「世界を舞台に

新しいビジネスを創造する」をコンセプトに掲げ、国や

地域の枠を超えて、リサイクル資源を必要とする場所に

適切に届けることを使命としています。カーボンニュート

ラルへの貢献もグローバルな視野で捉えています。

今後も、世界各地のニーズに応じた最適な資源循環の

実現を目指し、挑戦し続けていきます。

グローバルな視点で持続可能な物流モデルを追求し
適材適所のリサイクル資源循環を実現する

NEWSCONは、エンビプログループの海外事業を担う

会社として、リサイクル資源の国内外におけるトレー

ディングを展開。グループのアンテナ機能として、国内

で収まりきらないリサイクル資源を適切な需要先へ

と橋渡しする役割を担い、グローバルな資源循環の

実現に貢献しています。2023年には、オランダ・ロッテ

ルダムに支店を開設。ヨーロッパにおけるリサイクル

の先進的な取り組みを日本に取り入れる一方で、

ヨーロッパで処理しきれない資源を日本で適正処理

するなど、双方向の資源循環を促進しています。また、

日本法人の現地工場との連携により、携帯電話や家電

から回収される基板の再資源化など、新たな取り

組みも開始しています。

近年、国内外の企業がリサイクル材の活用を重視し

始めたことから、当社では従来の鉄スクラップ中心の

ビジネスモデルから、プラスチックやゴムといった新た

な商材への展開を進めています。例えば、アメリカから

INTERVIEWINTERVIEW

株式会社NEWSCON
代表取締役社長

PROFILE

HIDEKI YOSHIMI妙見 英樹
2018年7月エンビプロ・ホールディング
ス入社。エコネコルの取締役などを経て、
2020年4月にエコネコルのグローバル
資源循環事業を分割承継して設立した
NEWSCONの代表取締役に就任し、
幅広いリサイクル材の貿易事業を手掛
ける。
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国境なき総合物流企業として事業モデルのさらなる発展を目指す

一人ひとりが成長を実感できる職場づくりを推進しています。今後は、

既存事業の強化に加え、新たな業界へのアプローチも積極的に推進

し、私たちの持つ物流ノウハウと、通関業としての専門性を活かして、よ

り幅広い分野で循環型社会の実現に貢献していきたいと考えていま

す。そして、「国境なき総合物流企業」として、エンビプログループが掲

げる「サーキュラーエコノミーをリードする」という目標の達成と、持続

可能な社会の実現に貢献します。

流通を促進するという事業そのものが、世界視野のリユース・リサイク

ルの推進に貢献していると自負しています。特に発展途上国への中古

車輸出は、単なるビジネスではなく、各国の経済発展を支える重要な

役割を果たしています。今後は、この事業モデルをさらに発展させ、中

古車業界以外への展開も視野に入れつつ、循環型社会の実現に向け

た取り組みを加速していきます。持続可能な事業経営において、最も重

要なのは「人」です。当社では、海外協力隊経験者など、国際貢献に高

い意識を持つ人材を積極的に採用し、OJTによる丁寧な育成を行って

います。また、働きやすい環境づくりと適正な待遇の提供に努め、社員

サイテラスは、中古車・中古パーツの物流代行を通じてリユース製品の

国際流通を支える事業を手掛けています。主力事業である物流代行

サービスでは、通関手続きからコンテナの手配、積み込みまでをワンス

トップで提供し、お客様のニーズに応じた最適な輸出ソリューションを

実現しています。当社の強みは、長年培ってきた船会社とのネットワーク

を活かした競争力のある価格設定と、きめ細やかな対応力にあります。

これらの強みを基盤に、ドバイやアフリカを中心に世界各国のお客様

との取引を拡大し、文字どおり「国境なき総合物流」を実践しています。

サーキュラーエコノミーの観点からみると、中古車・中古パーツの国際

海外拠点 3拠点
取引国 75カ国
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KENRO SUZUKI鈴木 健朗
2006年4月佐野マルカ(現：エコネ
コル)入社。3WMへ転籍後役員など
を経て、2022年9月よりサイテラス
代表取締役社長を務める。学びを
大切にし、様々な資格を持つ。

（株）NEWSCON
イギリス支店

イギリス

（株）NEWSCON オランダ支店

オランダ

（株）NEWSCON
ベトナム駐在所

ベトナム
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